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　海外資産を把握するため、12月31日時点で国外財産の合計が5
千万円超の居住者が、その種類、数量、価額、所在等を記載した
調書を翌年3月15日までに税務署長に提出する制度。期限内に提
出した場合には、記載した財産に所得税等の申告漏れがあったと
きでも、過少申告加算税が減額される特例等が設けられています。

国外財産調書制度
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国　税／ 給与所得者の年末調整 
 今年最後の給与を支払う時

国　税／ 給与所得者の扶養控除等
（異動）申告書及び保険料
控除申告書の提出 

 今年最後の給与を支払う前日
国　税／ 11月分源泉所得税の納付 

 12月10日
国　税／ 10月決算法人の確定申告 

（法人税・消費税等） 1月6日

国　税／ 4月決算法人の中間申告 
 1月6日

国　税／ 1月、4月、7月決算法人の消
費税の中間申告（年3回の場
合） 1月6日

地方税／ 固定資産税・都市計画税（第
3期分）の納付 
 市町村の条例で定める日

労　務／ 健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届 
 支払後5日以内

すいせん
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労
働
基
準
法
で
は
、
そ
の
適
用
対

象
で
あ
る
労
働
者
を
「
使
用
さ
れ
る

者
で
、
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
者
を
い

う
」
と
規
定
し
て
お
り
、
労
働
者
で

あ
る
か
否
か
は
、
次
の
二
点
（
使
用

従
属
性
）に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

・
「
使
用
さ
れ
る
＝
指
揮
監
督
下
の

労
働
」
と
い
う
労
務
提
供
の
形
態

・
「
賃
金
支
払
」
と
い
う
報
酬
の
労

務
に
対
す
る
対
償
性
（
報
酬
が
提

供
さ
れ
た
労
務
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
）

　

実
際
に
は
、
指
揮
監
督
の
程
度
お

よ
び
態
様
の
多
様
性
、
報
酬
の
性
格

の
不
明
確
さ
等
か
ら
、
労
働
者
性
を

判
断
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
労
働
者
で
あ
る
か
否
か

の
基
準
を
示
し
た
旧
労
働
省
（
現
：

厚
生
労
働
省
）
の
労
働
基
準
法
研
究

会
に
よ
る
「
労
働
基
準
法
研
究
会
報

告
」
を
基
に
、
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
等

を
説
明
し
ま
す
。

判
断
基
準
の
ポ
イ
ン
ト

　

ま
ず
は
、
判
断
基
準
の
項
目
を
掲

げ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
判
断
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
性
の
有
無
を

判
断
し
て
い
き
ま
す
。

一
　
使
用
従
属
性
の
判
断
基
準

㈠　

指
揮
監
督
下
の
労
働

・
仕
事
の
依
頼
、
業
務
従
事
の

指
示
等
に
対
す
る
諾
否
の
自

由
の
有
無

・
業
務
遂
行
上
の
指
揮
監
督
の

有
無

・
拘
束
性
の
有
無

・
代
替
性
の
有
無

㈡　

報
酬
の
労
務
対
償
性

二
　
労
働
者
性
の
判
断
を
補
強

す
る
要
素

㈠　

事
業
者
性
の
有
無

・
機
械
、
器
具
の
負
担
関
係

・
報
酬
の
額

㈡　

専
属
性
の
程
度　
　

等

使
用
従
属
性
の
判
断
基
準

㈠
　
指
揮
監
督
下
の
労
働

①　

仕
事
の
依
頼
、
業
務
従
事
の
指

示
等
に
対
す
る
諾
否
の
自
由
の
有

無

　
　
「
使
用
者
」
の
具
体
的
な
仕
事
の

依
頼
、
業
務
従
事
の
指
示
等
に
対

し
て
諾
否
の
自
由
を
有
し
て
い
れ

ば
、
他
人
に
従
属
し
て
労
務
を
提

供
す
る
と
は
言
え
ず
対
等
な
当
事

者
間
の
関
係
と
な
り
、
指
揮
監
督

関
係
を
否
定
す
る
重
要
な
要
素
と

な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
具
体
的
な
仕

事
の
依
頼
、
業
務
従
事
の
指
示
等

に
対
し
て
拒
否
す
る
自
由
を
有
し

な
い
場
合
は
、
指
揮
監
督
関
係
を

推
認
さ
せ
る
重
要
な
要
素
と
な
り

ま
す
。

　
　

な
お
、
当
事
者
間
の
契
約
に
よ

っ
て
は
、
一
定
の
包
括
的
な
仕
事

の
依
頼
を
受
諾
し
た
以
上
、
当
該

包
括
的
な
仕
事
の
一
部
で
あ
る

個
々
具
体
的
な
仕
事
の
依
頼
に
つ

い
て
は
拒
否
す
る
自
由
が
制
限
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
専
属

下
請
の
よ
う
に
事
実
上
、
仕
事
の

依
頼
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
拒
否

す
る
自
由
を
有
し
な
い
こ
と
を
理

由
に
直
ち
に
指
揮
監
督
関
係
を
肯

定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
事

実
関
係
だ
け
で
な
く
、
契
約
内
容

等
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②　

業
務
遂
行
上
の
指
揮
監
督
の
有

無

　
　

業
務
の
内
容
及
び
遂
行
方
法
に

つ
い
て
「
使
用
者
」
の
具
体
的
な

指
揮
命
令
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、

指
揮
監
督
関
係
の
基
本
的
か
つ
重

要
な
要
素
に
な
り
ま
す
。

　
　

こ
の
点
も
指
揮
命
令
の
程
度
が

問
題
で
あ
り
、
通
常
注
文
者
が
行

う
程
度
の
指
示
等
に
止
ま
る
場
合

に
は
、
指
揮
監
督
を
受
け
て
い
る

と
は
言
え
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③　

拘
束
性
の
有
無

　
　

勤
務
場
所
及
び
勤
務
時
間
が
指

定
さ
れ
、
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
一
般
的
に
は
、
指
揮
監
督
関

係
の
基
本
的
な
要
素
で
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
業
務
の
性
質

上
（
例
え
ば
、
演
奏
）、
安
全
を

確
保
す
る
必
要
上
（
例
え
ば
、
建

設
）
等
か
ら
必
然
的
に
勤
務
場
所

及
び
勤
務
時
間
が
指
定
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
そ
の
指
定
が
業
務
の

性
質
等
に
よ
る
も
の
か
、
業
務
の

労
働
基
準
法
上
の
「
労
働
者
」
の
判
断
基
準

の
判
断
基
準

労
働
基
準
法
上
の
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遂
行
を
指
揮
命
令
す
る
必
要
に
よ

る
も
の
か
を
判
断
し
ま
す
。

④　

代
替
性
の
有
無
（
指
揮
監
督
関

係
の
判
断
を
補
強
す
る
要
素
）

　
　

本
人
に
代
わ
っ
て
他
の
者
が
労

務
を
提
供
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
か
否
か
、
ま
た
、
本
人
が

自
ら
の
判
断
に
よ
っ
て
補
助
者
を

使
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か

否
か
な
ど
労
務
提
供
に
代
替
性
が

認
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
指

揮
監
督
関
係
そ
の
も
の
に
関
す
る

基
本
的
な
判
断
基
準
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
労
務
提
供
の
代
替
性
が

認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
指

揮
監
督
関
係
を
否
定
す
る
要
素
の

一
つ
と
な
り
ま
す
。

㈡
　
報
酬
の
労
務
対
償
性

　

報
酬
が
時
間
給
を
基
礎
と
し
て
計

算
さ
れ
る
な
ど
労
働
の
結
果
に
よ
る

較
差
（
最
大
と
最
小
の
差
）
が
少
な

い
、
欠
勤
し
た
場
合
に
は
応
分
の
報

酬
が
控
除
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
残
業
を

し
た
場
合
に
は
通
常
の
報
酬
と
は
別

の
手
当
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
報
酬
の

性
格
が
使
用
者
の
指
揮
監
督
の
下
に

一
定
時
間
労
務
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
対
価
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
、「
使
用
従
属
性
」
を
補
強

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

労
働
者
性
の
判
断
を
補
強
す
る
要
素

　
「
使
用
従
属
性
」
の
判
断
が
困
難
な

場
合
に
は
、
以
下
の
要
素
を
も
勘
案

し
て
、
総
合
判
断
し
ま
す
。

㈠
　
事
業
者
性
の
有
無

　

労
働
者
は
、
機
械
、
器
具
、
原
材

料
等
の
生
産
手
段
を
有
し
な
い
の
が

通
例
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
傭
車
運
転

手
（
自
ら
が
所
有
す
る
車
両
を
使
用

し
て
、業
務
を
行
う
者
）の
よ
う
に
、

相
当
高
価
な
ト
ラ
ッ
ク
等
を
所
有
し

て
労
務
を
提
供
す
る
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、

そ
の
者
の
「
事
業
者
性
」
の
有
無
を

併
せ
て
、
総
合
判
断
す
る
こ
と
が
適

当
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

①　

機
械
、
器
具
の
負
担
関
係

　
　

本
人
が
所
有
す
る
機
械
、
器
具

が
安
価
な
場
合
に
は
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
著
し
く
高
価
な
場
合

に
は
自
ら
の
計
算
と
危
険
負
担
に

基
づ
い
て
事
業
経
営
を
行
う
「
事

業
者
」
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、

「
労
働
者
性
」
を
弱
め
る
要
素
と

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

②　

報
酬
の
額

　
　

報
酬
の
額
が
当
該
企
業
に
お
い

て
同
様
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る

正
規
従
業
員
に
比
し
て
著
し
く
高

額
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
般
的
に

は
、
当
該
報
酬
は
、
労
務
提
供
に

対
す
る
賃
金
で
は
な
く
、
自
ら
の

計
算
と
危
険
負
担
に
基
づ
い
て
事

業
経
営
を
行
う
「
事
業
者
」
に
対

す
る
代
金
の
支
払
と
認
め
ら
れ
、

そ
の
結
果
、「
労
働
者
性
」
を
弱

め
る
要
素
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

③　

そ
の
他

　
　

①
、
②
の
ほ
か
、
裁
判
例
に
お

い
て
は
、
業
務
遂
行
上
の
損
害
に

対
す
る
責
任
を
負
う
、
独
自
の
商

号
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
等
の

点
を
「
事
業
者
」
と
し
て
の
性
格

を
補
強
す
る
要
素
と
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

㈡
　
専
属
性
の
程
度

　

特
定
の
企
業
に
対
す
る
専
属
性
の

有
無
は
、
直
接
に
「
使
用
従
属
性
」

の
有
無
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
く
、

特
に
専
属
性
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て

労
働
者
性
を
弱
め
る
こ
と
と
は
な
り

ま
せ
ん
が
、「
労
働
者
性
」
の
有
無

に
関
す
る
判
断
を
補
強
す
る
要
素
の

ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①　

他
社
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

が
制
度
上
制
約
さ
れ
、
ま
た
、
時

間
的
余
裕
が
な
く
事
実
上
困
難
で

あ
る
場
合
に
は
、
専
属
性
の
程
度

が
高
く
、
い
わ
ゆ
る
経
済
的
に
当

該
企
業
に
従
属
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、「
労
働
者
性
」
を
補
強
す

る
要
素
の
一
つ
と
考
え
て
差
し
支

え
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②　

報
酬
に
固
定
給
部
分
が
あ
る
、

業
務
の
配
分
等
に
よ
り
事
実
上
固

定
給
と
な
っ
て
い
る
、
そ
の
額
も

生
計
を
維
持
し
う
る
程
度
の
も
の

で
あ
る
な
ど
報
酬
に
生
活
保
障
的

な
要
素
が
強
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
前
記
①
と
同
様
、「
労

働
者
性
」
を
補
強
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

㈢
　
そ
の
他

　

以
上
の
ほ
か
、
裁
判
例
に
お
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
「
労

働
者
性
」
を
肯
定
す
る
判
断
の
補
強

事
由
と
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
採
用
、
委
託
等
の
際
の
選
考
過
程

が
正
規
従
業
員
の
採
用
の
場
合
と

ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
こ
と

・
報
酬
に
つ
い
て
給
与
所
得
と
し
て

の
源
泉
徴
収
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
労
働
保
険
の
適
用
対
象
と
し
て
い

る
こ
と

・
服
務
規
律
を
適
用
し
て
い
る
こ
と

・
退
職
金
制
度
、
福
利
厚
生
を
適
用

し
て
い
る
こ
と
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　厚生労働省が提供する助成金は、雇用の
安定、職場環境の改善、仕事と家庭の両立
支援、従業員の能力向上などに役立つもの
が多数あります。
　どのような助成金があるのかを調べる際
には、厚生労働省サイトに公開されている
「雇用関係助成金検索ツール」を活用する
方法や、同サイトに掲載およびハローワー
クで配布されているパンフレット（簡略版・
詳細版）の「雇用関係助成金検索表」を活用
する方法があります。
　検索ツールでは、「取組内容」や「対象者」
から、助成金を検索することができます。
　助成対象の一例を掲げます。
・　休業や教育訓練、出向を通じて労働者
の雇用を維持する

・　一定期間試行的に雇い入れる
・　有期契約労働者等を正規雇用労働者等
に転換する

・　雇用管理制度（評価・処遇制度、研修
制度、健康づくりその他各種制度）の導
入を通じて従業員の離職率の低下を図る
　助成金を受けるには、あらかじめ計画書
を提出するなど、取組実施前から着手する
事項がありますので、いつまでにどのよう
なことをすべきかをご確認ください。
　雇用関係助成金の計画書や申請書類等
は、申請窓口での受付のほか、郵送による
受付も行われており、同サイト内に郵送先
が公開されています。
　平成31年４月以降は不正受給防止対策
の強化が行われており、偽りその他の不正
行為により助成金の交付を受けた場合に
は、事業主の名称公表や助成金の返還、５
年以下の懲役または100万円以下の罰金
に処せられる等がありますので注意を要し
ます。
　お問い合わせ先は各助成金によって異な
りますので詳細版パンフレット等でご確認
ください。

雇用関係助成金検索ツール

　日本年金機構において、「扶養親族等申
告書」に関する問い合わせに対し、インタ
ーネット上で自動対応する対話形式のサー
ビスが開始されました。
※　扶養親族等申告書…受給する公的年金
が所得税の課税対象となる方に対し、郵
送されるものです（課税対象外の方には
送られません）。
　回答は、一般的、定型的な質問に対する
ものであり、「年金記録等に基づく、個別
のご質問へは回答できませんので、名前や
基礎年金番号等の個人情報は入力しないで
ください。」とされています。
　日本年金機構のトップページより自動対
応サービスの案内をご覧ください。
　なお、適切な回答が表示されない場合は、
問い合わせダイヤル（番号は日本年金機構
ホームページに掲載があります）またはお
近くの年金事務所にお問い合わせくださ
い。

対話形式の自動応答サービス
（日本年金機構）

　

令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
、
次
の

電
子
申
請
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
電

子
署
名
を
付
し
た
電
子
公
文
書
と
し

て
審
査
完
了
後
の
控
え
文
書
等
が
発

行
さ
れ
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

※　

従
来
は
、
受
付
印
の
あ
る
控
え

書
類
が
必
要
な
と
き
は
、
書
面
に

よ
る
届
出
を
実
施
。

・
就
業
規
則
（
変
更
）
届

・
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
に

関
す
る
協
定
届

・
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す

る
協
定
届
（
三
六
協
定
）

　

こ
れ
ま
で
電
子
申
請
を
利
用
し
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
「
電
子
政
府
の
総
合
窓
口

（
ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
）」
よ
り
、「
ｅ-

Ｇ
ｏ

ｖ
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
初
め
て
使

う
方
へ
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。
電
子

証
明
書
の
取
得
な
ど
事
前
準
備
が
必

要
で
す
。

就
業
規
則
届
・
三
六
協
定
の
電
子
公
文
書
発
行
（
労
働
基
準
法
）


